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，三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
一
號

だ」
(

同
上)

と
い
う
、
正
し
い
反
筲
.
不
滿
か
ら
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
で
は 

あ
る
が
、
石
渡
氏
が「

封
建
制
が
强
い
か
ら
富
農
が
た
ち
ま
ち
寄
生
化
し
て
ゆ 

く
の
で
は
な
く
、
寄
坐
化
が
有
利
で
あ
る
物
質
的
構
造

C

生
-產
カ
椴
造)

の
ゆ
，
 

え
に
、.封
建
制
が
異
常.に
强
い
も
の
と1
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る

」

<
:同
上
>
: 

、と
い
う
と
き
、
生
產
カ
論
的
偏
向
に
陷
つ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
蓋

. 

し
、
そ
の
よ
う
な「

生
產
カ
S

自
體
が
ま
た
生
產
關
係
に
よ
.つ
て
規
定
さ 

れ
た
も
の
で
あ'つ
た
か
ら
で
あ
る
。.生
產
カ
は
生
產
樣
式
のs

r
す
ぎ
な 

，
い
。

石

渡

氏

の

論

理

で

は

、

す

べ

て

が

T

生
產
カ
獲」

に
規
定
さ
れ
、
し
か 

%
、
そ

の「

生
產
カ
鐵
?=
:
た
る
や
'「
土
地
生
産
力」

氷
準
に
ほ
か
な
ら
な
が. 

:

つ
.た

(

ニ
一 

頁
以
下
を
み
よ)

.
の
で
あ
る
か
ら
、.
地
理
的
條
件
に
よ
つ
て
生
產 

i

係
が
說
明
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
生
®

力

の

根

源

た

る

入

_

の 

,「

：運

#

的

か

つ

革

命

的

な

」

，役

割

.

(

經
濟
評
論
、
：，

1
九
'五
五
年
九
月
號
の
拙
稿 

參
.照)

.
が
見
先
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

.
と
こ
ろ
で
、
全
體
的
に
土
地
生
產
力
の
低
い
f

ア
ジ
ア
に
寄

生

地

、
王
化
が 

.支
配
的
と
な
っ
た
理
由
を

「

生
活
水
準
の
低
い
こ
と
、
そ
の
結
果
小
作
量
率
も 

.高
い…

…

た
め
、
結
局
日
本
の
場
合
と
同
樣
な
寄
生
地
主
成
立
の
關
係
が
で
き 

上
る
。
こ
れ
に
反
し
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で.は
、
土
地
生
產
力
が.低
い
上
に
、
農
民 

.の
生
活
水
準
が
高
い
の
で
、
：
.•

…

ア
ジ
ア
と
は
逆
の
方
向
を
と
ら
ざ
る
を
え
な 

か
..っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

」
(

ニ
四
ニ
頁)

と

麓

し

、
土
地
生
產
力
の
他 

，に
、：
生
活.
.：.
準

な

る

.フ

ア

ク

タ

ー
を
遵
入
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
こ
と
は
、
氏 

め「

生
產
カ
^
造」

理
論
の
破
統
を
示
す
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
な
お
多
く
の
承
服
し
え
な
い
諸
點
の
.存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と 

に
か
く
本
書
は
、
じ
ゆ
う
ら
い
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
論
帶
的
®

題
に
對
し 

ズ
懼
れ
る
こ
と
な
く
積
極
的
众
見
解
を
展
開
さ
れ
て
ぃ
る
_
で
敬
意
を
表
す
べ

六
八 

(

六
八〕

き
も
の
で
あ
り
、.本
書
へ
の
批
判
潜
は
、i

E

で
，
と

り

あ

げ

ら

れ

た

S
：

題
に 

對
す
る
自
己
.の
襲
的
な
見
解
を
も.つ
と
と
を
要
請
さ
れ
る
。'そ
：の
意
味
に
お 

ノ
い
て
、
-1
多
く
の
大
臢
な
問
題
提
供

」
(

序

-
ー
頁)

を
さ
れ
た
.本
書
は
、r

醫
 

資
料
.を
提
供
す
^
1-
と
'.い
^
所̂
期
.の
自
的
を
達
:.
.
1
.て
い
.る
も
の
.
>言
え
ょ
ラ
。 

(

A
5
:判
、
.
l
.
l
A
r
.
s
、

#

^

Ba
、
昭
和
三
十
年
：六
月
三
十
日
、
.
定
價
三
九
.
0 

B

:

■

.(

常
.盤

政

治)

.
^

沐

屬

…

ー，

dj
*
ハ

凌 

市

h
川

久

仁

'
 

岁

• 

¥

•
:『

損

：
害

保

'
險

經

释..

わ
が
國
の
商
法
は
、
保
險
を
損
害
保
險
と
生
命
保
險
と
に
分
類
し
、
損
喪
保 

險
に
關
す
る
總
則
に

お
：，

い
て
、
商
法
第
：六
ニ
九
條.

〔

定
義〕

f

損
害
保
險
契
約 

ハ
常
事
者
ノ
一
 

方
力
偶
然
ナ
ル.一
定
ノ
事
故
ニ.因
リ
テ
生
.ス
ル
コ
ト
ア
ル
...へ
キ 

損
害
ヲ
瑱
補
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
シ
相
手
方
力
之

 >1

其
報
酬
ヲ
與
フ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス 

ル
ニ
因
リ
テ
豸
双
力.ヲ
生
.ス
。

」

生
命
保
險
r-
.關
し
て
は
同
じ
く
第
六
七
三
條 

.

.

〔

定
義〕

「

生
命
保
險
契
約
ハ
當
事
者
ノ
一
 

方
力
相
手
方
又
ハ
第
三
渚
ノ
生
死 

-1

關
シI

定
ノ
金
額
ヲ
支
拂
ラ
へ
キ
コ
ト
ヲ
め
シ
相
手
方
力
之
.
 
一
一
^

^

酬

ヲ
與 

'フ
ルn

ト
ヲ
約
ス
ル
土
因
リ
テ
其
效
カ
ヲ
生
ス
。

」

と
規
定
し
て
い
る
。
保
險 

(InsTarance, 

aswurance, V
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
,

 

A
S

CQo
k
u
r
a
n
z
)

を
損
害 

保
險
と
生
胄
双
險
と
に̂
類
す
る
こ
と
に
、は
、
旣
に
疑
問
の
持
た
れ
て
い
る
と 

こ
ろ
で
あ
る
..が
、
上
述
の
商
法
の
規
定
に
基
づ
い.て
こ
'こ
に
雨
保
險
を
定
義
す.
 

る
な
ら
ば
、「
損
害
保
險
と
ば
、
當
事
者
の
一
方
す
な
わ
ち
保
險
渚
が
、

.偶
^

.なI

定
の
事
故C

保
險
事
故)

に
よ
つ
て
生
：す
る
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
を
祺
補 

■
す
る
と
と
を
約
し
、
相
手
方
す
な
わ
ち
保
險
契
約
者
が
こ
れ
に
そ
の
報
酬

(

ぼ
，
 

險
料)

を
與
え
る
こ
と
を
約
す
る
保
險

j、
F

生
命
保
險
と
は
、
當
時
者
の
一
方.
 

す
な
わ
ち
保
險
者
が

(

相
手
方
す
な
わ
ち
保
險
契
約
渚
ま
た
は
第
三
渚
の
生
死 

に
關
し
一
定
の
金
額
を
支
拂
ぅ
べ
き
こ
と
を
約
し
、
相
手
方
が
こ
れ
に
そ
の
報 

■酬
を
興
え
る
こ
と
を
約
す
る
保
險

」

と
ー
其
ぅ
こ
と
に
な
ろ
ぅ
。

'
ド
ィ
ッ
の
一
九
〇
八
年
の
保
險
契
約
法
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス

の
■一
 

九
三
〇
年
の 

保
險
契
約
法
で
は
、
保
險
を
損
害
保
險

(
s
c
h
a
d
e
n
s
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
u
g
)

と
人 

保

險(
p
e
r
s
o
s
n
v
e
r
s
i
c
h
e
m
m
g
)

と
に
ニ
分
し
、
.
後
者
に
生
命
保
險 

(
L
e
l
b
e
B
s
v
e
r
s
i
e
h
e
r
u
n
g
)
'

傷
害
保
險(unfallversieherun

crq
)

等 

を
含
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
で
は
各
州
の
保
險
齡
は
、
保
險
を
生
命
保
險 

(Life 

i
n
s
u
r
a
n
c
e
)
、

火
災
保
險
s
r
e in

s
u
r
a
n
c
e
)
-

と
.海
上
保
險 

(

日a
r
iae i

n
s
u
r
s
c
e
)

お
よ
び
災
害
保
險(casualty i

n
s
u
r
a
n
c
e
)

と 

分
け
て
.い
て
、
大
體
に
お
い
て
生
命
、
火
災
、
海
上
の
三
保
險
以
外
の
身
體
の 

.傷
害
ま
た
は
財
產
の
損
害
に
對
す
る
保
險
が
災
害
保
險
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い 

る
。
，っ
ま
り
保
險
を
損
害
保
險
と
生
命
保
險
と
に
分
け
る
方
式
は
わ
が
國
商
法 

の
：特
色
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
損
害
保
險
は

〈

生
命
：保
險
以
，外
の
：
■保
險
>
. 

(
n
o
n
-
L
i
f
e i

n
s
u
r
a
n
c
e
)

を
指
すも
.
の

と

通
常
は
解
さ
れ
て
い
る
。

•
 

,
.'
 

.
 

•
 

-
 

1
 

<

<
:

我
1

)

目
家
試
驗
硏
究
鼙
書
⑯

「

保
險
♦

海

商

法」

問
題
一
一
八■
 
°

:

 

m
3
,
園

乾

治

氏.「

保

險

學j
‘x

一
 .

一
二
ー
ー
一
三

)
「

損
害
保
險
は
、.

事
.

 

.

件

に

よ

っ

て

惹

き

起

さ

れ

た

影

響

.を

評

價

し

、
'
.そ
れ
に
從
っ
：
た
量
額
.の
保
爾 

給
付
を
行
ぅ
保
險
'

で

あ

る」

。

印

南

傅

吉

氏

「

總

說」
《

七

員)

：
§
#

保

險 

實
務
講
座
第
一
卷
損
害
保
險
總
論
東
京
海
上
火
災
保
險
企
畫
室
編

書

評

及

び

.
銥
介 

■

集
.

)

：「

損
害
保
險
と
は
、

一.定
の
偶
然
箏
實
に
因
る
損
害
を
填
補
す
る
た
め 

'

の
經
濟
準
備
の
方
法
と
し
て
、
多
數
の_經
濟
體
が
結
合
し
、
そ
の
偶
然
率
に 

■從
っ
て
公
平
な
負
擔
を
行
な
ぅ
經
濟
施
設
で
あ
る

」

。
こ
れ
ら
は
保
險
經
濟 

學
者
に
ょ
る
•損
害
保
險
の
定
義.で
あ
る
。
 

.
*

さ
て
損
害
保
險
の
經
營
に
關
す
る
書
物
と
し
て
は
、
古
く
は
葛
城
照
三
氏
の 

「

損
害
保
險
經
營
論」

福
和
十
芄
年
十
ニ
月
廿
九
日
、
有.
社̂)

、
最
近
で
は
. 

損
害
保
險
實
務
講
座
第
二
卷.r

損
害
保
險
經
營」

(

東
京
海
上
火
災
保
險
命 

喪
室
編
集
、
昭
和
ニ
十
九
苹
六
月
三

)

十
日
、
有
斐
閣>、
そ
の
ほ
か
部
分
的
に
か
、 

.あ
る
い
は
特
殊
な

g
g
f

と
し
て
こ
れ
に
觸
れ
た
書
物
も
無
く
は
な
い

が

、

そ

の

.
 

數
は—

生
命
保
險
經
營
の
そ
れ
に
比
し
て
も

——

決
し
て
多
い
も
の
で
は
な

■ 

い
。
そ
しp

こ
.の
こ
と
'は
廣
く
保
險
學
を
法i

の
所
屬
が
ら
解
放
し
、
統” 

的
に
し
て
機
能
的
な
保
險
經
濟
學
の
確
立
の
、
や
は
り
大
き
な
一
障
畨
と
な
つ 

て
い
た
が
、
戰
後
の.わ
が
國
に
ぉ
い
て
も
、
生
命
保
險
經
營
.と
並
ん
で
損
害
保 

險
經
營
の
硏
究
が.盛
ん
と
な
り
、
こ
の
方
面.の
數
多
の
變
が
發
表
さ
れ
、
さ­

ら 
に
本
書
のs

®

も
み
ら
.れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
點
か
ら
し
て
本 

書
は
ま
ず
意
義
が
あ
る。
''

損
害
保
險
は
、
そ
の
對
象
と
す
る
.と
こ
ろ
が
殆
ん
ど
社
會
萬
般
に
わ
た
り
、 

從
來
の
法
律
解
釋
學
の
制
約
を
受
け
つ
つ
經
濟
.に
敏
感
に
現
象
し
、
し
か
も
い 

わ
ゆ
る
大
數
の
法
則
を
應
用
し
た
學
理
的
根
據
の
上
.に
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
あ. 

つ
て
、
そ
の
學
理
と
實
際
と
が
極
め
て
密
接
に
關
係
し
.て
い
る
こ
と
は
他
の
事 

業
に
み
ら
れ
な
い
著
し.い
特
色
で
あ
る
。
學
理
と
實
際
め
旃
究
の
兩
者
い
ず
れ
，
 

を
も
蔑
に'は
で
き
な
い.
が
.、
本
書
は
主
と
し.て「

損
害
保
險
事
業
に
關
す
る
あ' 

.

.ら
ゆ
.る
數
字
的
デ
ー.
.
'タ
，
を

截

礎

と

し

.て
事
業
經
營
の.現
實
‘の
形
態
を
と
ら.え
、

六

九

(

六
九)

纟



三
田
學
會
雜
誌
箄
四
十
九
卷
第

1

號

さ
ら
•に̂

^

經
營
は
い.か
に
在
る
べ
き
か'を
檢
討
す
る
こ
.
と
を
.テ
！
マ
と
す.

る」

2

頁)

も
の
で
あ
っ
て
、

「

昭
和
ニ
十
六
年I 
ニ
十
八
年
に
お
け
る
わ
が 

'國
の
民
i

害
保
險
事
®

係
.の
#
種
の
數
字
.を
基
と
し
、
ま
た
一
方
に
お
い 

て
I

、
す
な
わ
ち
昭
和
九
年
一

+

一
年
度
の
數
字
な
い
し
は
歐
米
と
の
比
較 

を
行
い
っ
っ
、
損
害
保
險
經
營
に
つ
い
て
の
分
柝
を
行
っ
た
も
の

」K
序
)；：

に
し 

て
、
多
年
損
害
保
險
業
思
に
あ
っ
て
實
際
と
實
務
を
熟
知
せ
ら
れ
て
い
る
鈴
木 

へ
氏x

來
京
海
上
火
災
財
務
部
第
ニ
課
長

)

市
川
氏(

住
友
海
上
火
災
企
畫
諌
勤 

務)

O'
分

震

筆(

第i

部—

命
木
氏
、
第
二
部

—

市
.川
氏)

に
成
る
も
の
で.. 

あ
り
、
本
書
の
硏
究
結
果
が.ょ
し
兩
氏
の
期
待
せ
ら
れ
た
ご
と
く

「

す
べ
：て
.の 

損
保
企
業
體
に
ま
た
い
か
な
る
國
に
お
い
て
も

」(

.一
食〉

妥

當

す

&

か
ど
ゲ
加 

ぼ
暫
く
お
く
と
し
て
もi

雨
氏
は「

本
書
の
主
な
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
民 

營W
i
f

に
お
け
る
損
保
經
營
を4麗

と

し

か

：
っ
わ
が

.國
の
損
保
事
業
に
っ
い
て.
 

最
近
の
業
績
を
檢
討
し
そ'の
在
る
ベ
き
姿
に
っ
い
て
若
干
.の
分
析
を
試
み
ょ
ぅ 

と
す
る
も
の
で
あ
っ'て
、
そ
と
に
お
の
，ず
か
ら
本
書
の
範
圍
は
限
定
さ
れ
ょ 

.'ぅ
1-(

一
 

頁)

と1

應
斷
っ
て
は
あ
る
が-―

な̂
啪
か
っ
私
書
が
極
め
ぞ
賴
新.

:

に
し
て
■

な
る
成
果
に
富
む
も
め
で
あ.る
こ
と
に
は
疑
い
は.な
い
。

■:
.
.

.
:
(

註
3

)

例
ぇ
ば
酒
井
芷
三
郞
氏「

保
險
細
營
學」

(

昭
和
九
年
三
月
十
九
日
、

',
'
:森
|1
.
1書
店〕

、
印
南
博
吉
氏F

保
險
經
營
經
濟
學J 

(

昭
和
十
六
年
六
月
十
五
：

. 

ヽ
：日
、
笠
原
書
店)

、
同
じ
く「

保
險
論J (

經
營
經
濟
學
大
系
22
、
昭
和
1
.
1
十

： 

二
 
：七
年
一
.月
彐
十
日
、
三
笠
書
房)

：

.

(

註
4)

保
險
學
體
系
に
お
け
る
保
險
舾
營
論
の
位
置
を
示
す
一
例
を
あ
げ
る
，

と
、
シ

コ•
ミット

.〔s
c
h
m
i
d
'
w
., B

e
i
t
r
a
g

N
u
r
 S

y
s
t
e
m
a
t
i
k

 der

 

Yersicherungs'wirtsehaftslehre* 

(
D
a
s

 

v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
a
r
-

, 

七
〇

■(

七
o
y

C
M
V
.

 1934. N
r
r

 4) 

M
, 

295.〕

は
以
下
の
ご
と
し
と
し
て.い
る
。

一
、
保
險
お
よ
び
保
險
艉
濟
論
の
概
念
，

V
1
T
.

保
.
1經
濟
論
0
體
系
：
三
 ヽ

保
險
經
濟
論
の
方
法
論
ね
、
經
濟
垒
體
：に
お
け
る
保
險
の
地
位
お
よ
び
翠 

險
經
營
に
對
す
る
非
經
營
的
要
因
の
作
用
五
、
保
險
趂
營
靜
態
論

(

ー)

ノ
.
 

.資
本
論
、(

5
.勞
働
論
、C

三)

企
業
形
態
論
、.

X

四)

立
地
論
、
：

(

五)

經
營
輕 

濟
的
企
業
危
險
論
六
、

保
險
經
營
動
態
論..
'(

ー：

)

組
織
論
、(

ニ)

收
益
• 

，論
、
給
付
評
價
論
、.
0寡
集
論
、.
1
1
:
_
込
論
、
：1
危
險
分
類
論
、H
保
險
關
， 

^
i

、'
®

保
險
料
論
、
的
財
產
管
理
論
、

(

三)

費
用
論
、.：給
付
生
庳
論、
0 

:

直
接
費
角
論
、㈡
間
接
費
用
論
，、(

西)

損
益
論
、
㈠
損
益
源
泉
論
、㈡
損
益 

「

.分

.配

論
:

(

七
、
保
險
經
營
會
計
論

(

一
 

>原
價
訃
箅
論
、'-(

1ー>簿
記
、
鐘
 

營
經
濟
的
統
計
、+
1
:經
營
經
濟
的
訏
畫.
八
、
保
險1

營
の
瞥
理
。

本
書
は
全
三
部
よ
り
成
る
。

「

第
一
部
.
營
業
狀
況
の
分
析

」
(

一—

ニ
七
.
 

.頁)

、「

第
一一

部

財

務

狀

況

の

分

析

」
(

一
二
一
 
ー

ニ

七

六

頁

)

、r

第
三
部 

•付
表」

2

三
八
頁)

で
あ
る
°
第
1
部
で
は
保
險
料
、
保
險
金
、
經
費
率
等 

の
檢
討
が
試
み
ら
れ
、
第
二
部
で
は
財
務
狀
況
の
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
て
こ
れ
ら
損
害
保
險
の

r

經
營
論
に
お
い
て
ま
ず
そ
の
前
提
と
な
る
ベ 

き
も
の
：は
袞
ぅ
ま
で
も
な
く
數
字
的
デ
ー
タ
で
あ
る

」

3

頁)

が
、
わ
が
國 

損

害

保

險

事

業

に

つ

い

て

の

.寒

本

的

な

統

計

と

し

て

'は
大
藏
省
の
保
險
年
鑑
が 

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
冰
書
の
推
論
上
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
.こ
れ
に
あ
わ 

.
せ

て

日

本

損

害

保

^
^
會
作
成
の
各
社
事I

績1

驚
表
、
損
益
計
算
書
、̂
 

借
對
照
表
お
よ
び

n

合
表
等
を
も
、
そ
の
數
字
的
根
據
と
し
て̂
^
し
、
こ
れ
- 

ら
の
數
的
資
料
、
 

統
計
資
料
が
第
，一
部
に
：

 
は
六
十
五
表
、
第
二
部
に
は
九
十̂ 

さ
ら
に
第
三
部
に
は
精
細
な
る
ニ
十
四
表
が
集
錄
.せ
ら
れ
て
、̂

i

の
讀
渚
に

多
大
の
便
利
.
實
益
を
供
し
て
い
る。

.

■

損
锴
保
險
經
營
：は
い
か
に
在
る
べ
き
か
。
從
來
の

「

收
入
が
多
く
支
出
が
少 

な
く」

(
S

頁y

の

霖

な

、
常
識
的
な
解
答•結
論
に
滿
足
せ
ざ
る
本
書
は
、
 

ま
ず
損
獲
保
險
經
營
の
營
利
性
と
社
會
公
共
性
と
の
關
述
の
硏
究
か
ら
出
發
す 

る
。
往
密
、
家
財
等
を
對
象
と
す
る
火
災
保
險
や
®
動
取
保
險
に
お
け
る
賠
償 

保
險
等
の
大
衆
性
、
ま
た
損
害
保
險
事
業
の
、.
地
域
的
纖
雜
業
や
食
品
業
に
比 

較
し
て
、
全
國
的
处
ス
ヶ
ー
ル
に
お
い
て®(く
そ
の
對
象
を
求
め
义
事
實、

.
 

:「

ま
た
不
特
定
多
數
の
樊
約
者
を
對
象
と
し
、
事
故
が
生
じ
た
場
合
は
確
實
に 

保
險
金
の
支
拂
を
保
證
す
る
ど

い

ぅ
損
害
保
險
事
業
の
本
質

」
(

五
頁)

か
ら 

し
て
、
そ
の
福
祉
性
、：
公
共
性
は

「

相
當
に
髙
く
評
價
す
る
必
耍
が
あ
る

」 

(

五
頁
：}。「

こ
の
ょ
ぅ
に
ま
保
事^-
の
公
共
性
を
相
當
程
度
評
概
す
ベ
.き
以 

:上
、
こ
れ
に
對
比
せ
し
む
べ
き
營
利
性
に
っ

い

て
も
娅
_

な

營

利

の

追

及

は 

當
然
抑
止
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ.て
、
そ
こ
に
公
正
妥
當
な
營
利
的
限
界
、
す
な 

わ
ち
適
正
利
潤
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
(

五—

六
頁)

。
ょ
っ
て
第 

一
部
を「

適
芷
利
潤」

(

六
丨
一
：
五
頁)

、「

經
營
分
析
の
基
準1-
-c

一
 

五
丨
一
七 

頁)

.
•の
問
題
か
ら
始
め

y
、r

損
麗
險
事
業
の
概
況」(

'一
八
丨
ニ
九
頁)

、「

保 

險
料j 

(

三
0
丨
五
四
'莨)

、.「

保
險
金」

(

五
五
丨
六
五
莨〕

、r

經
費J 

(

六
六 

丨
八
四
頁)

、「

經
费
率」

.

(

八
五—

九
九
頁)

お
ょ
びr

經
營
效
率」

(

一.
0
0 

丨
，ニ
.七
頁)

の
硏
究
へ
と
、「

損
益
！
^

書
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
動
態 

的

分

析

」
(

一
ニ
 

m
)

を
進
め
て
い
る。
.
.
，

.

第
二
部
で
は
、
第
一
部
が
讓
っ
て
い
る
貸
借
對
照
表
の
靜
態
分
析
が
行
わ
れ 

，て
い
る
。「

貸
借
對
照
表
に
お
い
て
砵
借
方
の
部
に
傳
總
資
本
の
運
用
狀
況 

が
、
ま
た
贷
方
の
部
に
そ
の
資
本
の
▲

源
衆
が
亲
さ
れ
て.

い
る
-

1,
2
一一
 1

頁)

 

が
ら
で
あ
る
。
次

い

で

同

じ

备

1

部
の̂

^

益

：
に

限

定

さ

れ

.た

動

態

分

析
の
後
を
受
け
て
、
事
業
外
損
益
な
い
し
純
揖
益
に
つ
い
て
論
及
し
、
經
營
分
析 

’の
方
針
に
關
し
て
は
、”損
害
保
險
會
欧
間
の
質
的
、：
規
模
的
相
違
の
相
常
i

 

な
.、こ
>
と
、
事

業

の

特

質

上

，ー
般
財
務
原

則

が
必

ず

し
も

妥
當

し

な
い

理

由
か 

ら
し
て
、
標
準
比
碓
の
檢
討
を
排.し
て
、
本
書
は「

ま
ず
.

『
現
在
の
姿』

の
|6 

握
に
重
き
を
置
く
も
の

」
x

一
二
三
頁)

で
：あ

り

、
も

つ
.て「

最
近
の
わ
が
國
損

〕 

害
保
險
會
社
全
體
の
平
均
的
狀
況
を
年
度
別
に
此
較
し
て
そ
の
す
ぅ
勢
を
觀
察

.
 

し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
個
々
の
經
營
の
®

、
，
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
收
每 

性
、
安
全
性
等
を
觀
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
.少
く
と
も
そ
の
た
め
の
資
料
を
興 

示

し

ょ

ぅ

と

す
る
も
の
で
あ
る」(

一一一

'

四
頁)

。
第
二
部
の
內
容と
す
る

と

こ 

ろ
は
、「

資
產」

(
I

 

ニ
.六—

一
五
九
5-
、「

負
債
お
ょ
び
資
本」

(

一
六
0——

 

ニ
〇
六
頁)

、「

資
產
と
资
本
と
の
相
亙
關
係

」
(

ニ
0
七

丄

一

ニ

八

頁

)

、「

利
ー‘ 

益
狀
況」

ー

(

ニ
1
ー
九
丨
ニ
六
八
頁

)

お
ょ
び「

財
務
狀
況
の
總
合
的
觀
察

」
(

ニ

六

九

丄

一

七

六

頁

)

-等
.で
あ
る.。

'

- 

.

(

驻
5)

參
考
と
し
て
葛
城
照
三
民.「

損
害
保
.險
經
營
論j

の
內
容
を
示
す
と
. 

次
の
ご
と

く

で

あ

る

0
 

.

.

パ

.

1
、

損
害
保
險
事
業
經
營
の
線
合
観
察(

ー)

損
害
保
險
_
業
槪
觀
ニ

> 

損
害
保
險
事
業
經
營
の
#
社
別
觀
察(

ニ
：

>

保
險
料
及
再
保
險
料(

三)

•

支
拂
保
險
金
及
苒
保
險
间
收
金

(

‘
四)

事
業
費
、
餘
金
及
苒
保
險
手
數
料 

(

..五)

責

任

準

備

金

(

六〕

支

拂

備

金

(
七

； }

資

產

及

負

債

(

八)

收
益 

ノ
損
害
保
險
實
務
講
座
第
二

.

卷
：：「

損

齊

保

險

緖

營

」

.

の
內
容
。

一
、
損
靑 

保
險
會
瓧
組
織 

一

T
.

損
害
保
險
會
計
:.

三
、
代
理
店
レ
四
、
日
本
損
害
保
. 

險
市
場
.

五
、

英

國

，損

害

保

.險

市

場

:

六
、
米
國
損
害
保
險
市
場
七
、
歐 

..

.洲
大
陸
損
害
保
險
市
場
ソ



‘

七
ニ
 

(

七
5

'
 

.

1
■ 

.
 

-
 

■

著

諸

は

、
：
：
こ

.
の

書

の

冒

頭

：：に

.、「

田
岡
嶺
雲
ば
、
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
の-—
♦

三
田
學
會
雜
M

第四十九卷第一號

.
i

を
i

狀
況
に
限
定
し
て

f

察
し
.て
み
れ
ば
、
.損
害
保
險
事
業
が
健
全 

な
經
管
を
i

. 

i
す
る
た
め
に
は
、「(

一)

適
正
な
損
害
率
をi

す
る 

こ
と
。(

一一)
經
費
率
々
低
め
、
資
產
收
益
を
も
っ
て
人
件
費
、
物
件
費
を
で
き 

る
か
ぎ
り
ま
か
九
ぅ
こ
とo
;

(

三)

現
^g

害
保
險
制
度
の
質
的
众
猶
步
改
良
を 

阖
る
こ
と
。(

四)

#
社

が

そ

れ

ぞ

れ

，な

ん

ら

か

の

^f

保
險
種
目
に
特
殊
性
を 

見
出
す
こ
と
。

」
(.一

一
七
頁)
，
と
明
確
祀
指
摘
し
ノ
さ
ち
に
損
害
保
險
企
業
の 

靜
態
分
析
の
最
終
的
な
結
論
と
し
て
、

「

ハ 

一

資

產

の

絕

鐵

額

.の
增
加
と 

運
用
方
法
の
適
正
化
を
圖
る
必
要
が
あ
る
。

(

一D

責
任
準
備
金
の
積
立
な
い
し 

諸
増
備
金
の
增
加
等
に
ょ
つ
て
資
本
の
蓄
積
を
圖
る
必
要
が
あ
る
。

」
(1i

七
六 

頁)

、
動
態
分
析
の
最
終
的
結
論
と
し
て、「(J )

‘純
利
益
構
成
の
適
芷
化
す
众 

わ
ち
i

外
刺
益
を
擴
太
す
る
。.

(

ニ)

そ
の
た
め
の
必
要
條
件
の
一
つ
と
し
て 

刹
息
、
配
當
金
收
入
を
擴
大
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

」
(

ニ
七
六 

頁)

と
す
る
ホ
罾
は
、IE
確
な
保
險
學
の
知
識
と
廣
範
な
經
營
理
論
の
活
用
に 

ょ
り
、'數
多
の
資
料
を
甚-礎

と

す

る

、
損

害

保

險

業

界

の

實

際

.

.
實

務

の

經

驗 

に
則
し
た
學
理
硏
究
の
成
果
の
結
實
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
數
少
な
い
わ
が
國 

の
損
害
保
險
經
營
論
の
書
物
と
伍
し
て
、
そ
の
價
値
は
極
め
て
高
く
評
價
さ
れ 

る
で
あ
ろ
ぅ
。(

A
5
版
、
ニ
七
六
頁
、
付
表
三
八
頁
、
表
索
引
四
頁
、
昭
和 

三
十
年
五
月
一
日
、
保
險
硏
究
所
、
五
.五
〇
圓

)
(

庭
田
範
秋

)
.

家永

.
三

■
郞

_

『

數
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯』

I

田
岡
嶺
雲
の
人
と
思
想

——

.
人
で
あ
る」

と
書
い
て
居
ら
れ
る
が
、
ま
こ
と.に
嶺
雲
の
盡
は
、
今
日
の
わ 

れ
わ
れ
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
、
知
る
人
も
少
い
。
明
治
の
時
代
に
は
著 

名
な
評
論
家
と
し
て
、
有
能
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
或
は
ま
た
思
想
家 

と
し
て
、
は
な
ば
な
し
い
活
躍
を
し
た
嶺
雲
は
、
わ
ず
か
五
十
年
し
.か
た
っ
て 

い
な
い
今
日
、.何
故
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
：ろ
う
か
。
幸
德
秋
水
や
堺 

利
彥
と
親
し
く
、
大
町
桂
月
や
泉
鏡
花
と
交
わ
り
、
夏
目
漱
石
に
も
知
ら
れ
、
 

こ
れ
ら
の
人
々
と
と
も
に
、
新
聞
や
雜
誌
に
論
陣
を
は
っ
た
嶺
雲
の
名
は
、
何 

故
に
か
く
も
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
に
っ
い
て
、
著
考 

.は
っ
：ぎ

の

よ

う

に

.云
う
。「

そ
れ
は
、
彼
の
評
論
が
、.梅
溪
の
い
わ
ゆ
る『

直 

筆
忌
憚
す
ふ
と
こ
ろ
が
な
く

』

、
ま
た
あ
ま
り
に『

獲

、
血
氣
、
客
氣
が
一
時 

に
流
露
し
て』

い
：た
た
め
、
時
の’政
治
灌
カ
者
の
僧
し
み
を
賈
い
、
そ
の.主
要
.
 

な
著
書
が
こ
と
ご
と
く
發
賣
禁
止
の
處
分
に
附
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
い
っ 

た
い
新
聞
と
か
雜
誌
と
か
に
文
章
を
書
い
て
い
る
と
、
多
數
の
世
人
に
讃
ん
で 

も
ら
え
る
可
能
性
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
新
聞
_
誌
は
お
お
む
ね
そ
の
場
か
ぎ­

り
で
讀
み
捨
で
ら
れ
て
、

 

後
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
い 

く
ら
名
論
卓
說
で
も
、
つ
ぎ
の
時
代
に
な
る
と
、
誰
も
も
う
知
ら
な
い
と
い
う 

結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
反
し
、
單
行
本
は
、
新
聞
i

よ
り
發
行
部 

數
の
ず
つ
と
少
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
.そ
れ
ほ
ど
價
値
の
高
く
な
い
も
の
で 

も

、

新

聞

議

よ

り

は

保

存

率

は

ず

っ

と

高

く

、
從

っ

て

っ

ぎ

の

時

^

^

^

に 

な
っ
て
か
ら
も
、：
割
合
，に
讀
み
直
さ
れ
る
機
會
に
惠
ま
れ
る
も
の

.で
あ
る
。
一
个 

幸
に
し
_て
代
表
的
揮
行
著
作
を
こ
と
ご
と
ぐ
禁
止
さ
れ
た
嶺
雲
は
、
多
く
の
令

篇
を
新S

S
I

の
上
に
の
こ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
狡
後
は
ま
つ
た
く
忘
れ 

ら
れ
た
文
人
の
域
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た

。

思
想
家
の
運
命
のは
か 

な

い

こ

と

か

く

の

ご

と

く

で

，あ

る

が

、
彼

は

償

値

の

な

い

思

想

家

.で
あ
つ
た
が 

故
に
忘
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
反
對
.に
彼
の
憤
値
が
あ
ま
り
に
高
か
っ
た
が 

故
に
、
忘
れ
去
ら
れ
る
條
件
を
つ
く
ゲ
出
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を
«
砠
し
て
は 

な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
の
代
表
著
作
が
こ
と
ご
と
く
發
賣
禁
止
に
な
っ
た 

と
い
う
ど
と
が
、
そ
れ
自
體
、
彼
の
筆
力
の
い
か
に
銳
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て 

■.い
る
か
ら
で
あ
る

」

と

.

(

五
丨
六
頁〕

。
 

,

そ

れ

な

ら

ば

田
！
：31

雲
と
は
、

ー
體
ど
の
ょ
う
な
人
物
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。

ニ

E
®

雲
は
i

三
年
、
自
®

運
動
の
發
祥
地
で
あ
る
土
佐
藩
の
士
族 

の
ー
ー
ー
男
と
し
て
生
れ

'た
。
も
ち
ろ
ん
士
族
と
い
つ
て
も
、
陪
苗
に
す
ぎ
ず
き
わ 

め

て

身

分

も

低

か

っ

た

，
か
ら
、

.生
活
は
苦
し
か
っ
た
。
し
か
し
家
柄
に
お
い
て 

何
の
誇
る
ベ
き
も
の
を
も
た.な
い
嶺
雲
の
生
家
に
は
、
從
っ
て
ま
■た
多
く
の
舊 

家
に
見
ら
れ
る

ょ
う
な

.#
4:
族
的
な
氣
風
と
い
う
も
の
は
な
か.っ
た
ょ
う
で
、
比 

較
的
自
由
な
雰
圃
氣
が
存
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
、

M
治
時
代
に 

そ
の
少
年
時
代
を
お
く
っ
た
人
の
常
と
し
て
、
.小
學
、
國
史
略' 
日
本
外
史
、
 

.十
八
史
略
な
ど
に
よ
っ
て
、
漢
學
の
敎
養
を
#
に
っ
.け
、
幸
に
も
十
一
、
ニ
歲

た
幸
德
秋
水
で
あ
ろ
う
。
わ
が
田
岡
嶺
雲
は
、
こ
の
よ
う
な
自
由
民
權
蓮
動
の

’ 

闘
士
た
ち
が
、
專
制
王
義
、
絕
對
主
義
の
明
治
政
府
に
對
し
て
、
身
命
を
賭
し

- 

で
闘
っ
て 
い
る
姿
を
眼
の
あ’た
り
見
.
 
て
感
激
し
、
 

彼
等
の
演
說
會
に
ひ
そ
か
に
：
 

出
入
し
て
、.幼
い
胸
を
と
き
め
が
中
多
感
の
少
年
で
あ
っ
た
。
政
治
に
對
す
る

.
 

銳
い
感
覺
、
社
會
評
論
家
と
し
て
の.す
ぐ
れ
た
.感
受
性
、.有
能
な
ジ
ャ
I
ナ
リ 

ス
ト
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
正
義
感
な
ど
は
、
嶺
雲
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ

'
 

て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
天
禀
は
す
で
に
.、
こ
の
當
時
か
ら
あ
ら
わ
れ 

は
じ
め
て
.い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
の
著
書
の
題
名
の
示
す
よ
う
に
、
數
奇
な
恩 

想
家
で
あ
っ
た
嶺
雲'は
、
多
く
の
紆
餘
曲
折
を
へ
て
、
明
治
ニ
十
七
年
、
東
軍 

帝
國
大
學
の
選
科
を
卒
業
し
た
が
ハ
そ
れ
よ
り
數
年
前
、
ま
だ
彼
が
水
產
傳
習 

所
の
學
生
で
あ
っ
た
頃、
'
 
偉
大
な
キ
リ
ス
ト
者
內0

三
め
講
義
を
き
く
機
會 

を
え
た
。
そ
，し
て
、
義
解
剖
の
講
義
よ
り
も
、

「

偽
善
渚
た
る
な」

と
い

う
 

內
村
の
一
語
を
、
終
を㈣
ぬ
銘
じ
て
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る.

(

一一五，
頁)

。

ま
こ
と
に
^
は
、
生
涯
を
通
じ
て̂
君

子

で

は

な

か

っ

た

。
丨

^

で
は
な
か 

っ
た
。「

試
み
に
明
治
の
思
想
家
で
、
批
判
的
瓦
纏
力
的
な
活
動
を
し
た
人
^
; 

ち
を
拾
っ
て
、
そ
の
學
歷
を
調
べ
て
み
る
と
、
帝
國
大
學
の
卒
業
生
な
ザ
は
か 

え
っ
て
探
す
の
に
骨
の
折
れ
る
く
ら
い
で
、
た
い
て
い
は
、

.私
學
、
又
は
官
學 

.で
^B

系
の
.學
校
の
卒
業
生
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
ろ.く

す

っ

ぽ㈣ 
1
ら
し
い 

學
校
を
出
て
い
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
一
一
華
亭
四
迷
は
帝
國
大
學
の 

卒
業
生
で
あ
る
か
？
內
田
魯
庵
は
帝
犬
を
出
て
い
る
か
，？
北
村
透
咎
は
.？
石

川
，■
 

啄
木
は
？
片
山
潜
は
？
安
部
磯
雄
は
？
內
村
鑑
三
は
？
山
路
愛
山
は
？
木
下
尙 

江
は
？
幸
德
秋
水
は
？
横

3

源
之
助
は
？
こ
う
數
え
た
て
て
く
る
と
、
女
壇
に 

論
壇
に
軍
新
的
な
し
ご
と
を
し
て
來
た
人
物
が
、
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
帝

_ 

大
學
以
外
で
育
っ
て
來
た
人
た
ち
ば
か
り
で
は
な
い
か
。
帝
國
大
舉
は
小
封
建
ハ

七

三

(

七
三)

の
_
に
は
英
語
を
學
ぶ
機
會
に
惠
ま
れ
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
彼
の
眼
は
外
.へ
ひ
ろ 

く
む
け
ら
れ
る
こ
と
と
介
つ
た
。

明
治
朝
年
の
.高
知
と
い
え
ば
、
自
由
民
權
運
動
が
嵐
の
ょ
ぅ
に
わ
き
お
こ

っ 

た
土
地
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
す
ぐ
腦
裡
に
ぅ
か
べ
る
人
々
は
、
た
と
え
ば 

植
木
&
盛
で
龙
り
、
板
垣
退
助
で
あ
り
、
更
に
の
ち
に
無
政
府
王
義
者
と
な
っ

.
書
，.評
.及
..■び

，.細
.介

'


